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研究成果の概要（和文）：本研究は、オークションによって営業権（ライセンス）を追加的に販売する際に、落札後の
市場競争に与える影響を直接考慮に入れ、社会厚生を最大化するような仕組みを分析した。結果として、新規企業に落
札金額の支払いを一定割合に減免するというハンディキャップを与えることによって、企業間の入札行動を通じて最適
な参入が実現できることを明らかにした。また、具体的なハンディキャップの数値を様々な環境のもとで算出し、その
頑健性についても検証した。

研究成果の概要（英文）：This research considers license auctions whose outcome directly affects market str
ucture, and analyzes a mechanism that maximizes social welfare. As a main result, I show that optimal entr
y is implemented through a handicap auction in which the newcomer's payment is discounted by a pre-determi
ned fraction (if it wins). Moreover, the actual size of optimal handicap is calculated under different sit
uations, and the robustness of these results are investigated.
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１．研究開始当初の背景 
 
絵画に代表される美術品から政府の公共
調達、電力、国債まで、現代では様々な財・
サービスがオークションによって販売され
ている。近年では、配分を通じて市場構造に
直接影響を与えるような営業権（以下「ライ
センス」）や、インターネット・インフラに
欠かせない検索エンジンの検索連動型広告
といった、複雑なモノの販売にまでオークシ
ョンは活用されている。 
オークションは、経済理論とりわけゲーム
理論の応用分野として、過去半世紀にわたり
精力的に研究されてきた。初期の頃は単一財
オークションの分析が中心であり、この分野
の代表的な研究者であるVickeryとMyerson
は、それぞれ 1996年、2007年にノーベル経
済学賞を受賞している。90年代以降は、研究
の中心が単一財から複数財へとシフトし、さ
らに多様なオークション制度が積極的に研
究されている。 
近年では、これらの学術研究から得られた
知見が、積極的に現実のオークション設計に
活用されているのが特徴的である。1994 年
から開始された米国の周波数帯オークショ
ン、2000〜01 年に欧州各国で実施された第
三世代携帯電話向け電波オークション、
GoogleやYahoo!が2000年代半ば頃から開始
した検索連動型広告のオークションなどの
制度設計には、いずれもオークション研究に
精通した経済学者が参画し、社会厚生や収益
の向上へ貢献した。 
このように、学問の世界と実務を繋ぐオー
クション設計は、経済理論の特筆すべき成功
例であるとして学界の内外から注目を集め
ている。また、労働市場や学校選択などに代
表されるマッチングの制度設計と合わせて、
新たに「マーケットデザイン」という分野を
形成し、日進月歩でその研究と実践が進めら
れているのも特徴的だ。マッチング問題は、
人と人、人と組織など、2 つの異なるメンバ
ー間のパートナー形成を扱うため、一見する
とオークションとは問題の性質が異なるが、
参加者間で金銭の授受が可能な場合には、実
はオークション問題をその枠組みの中で分
析することができる。 
 
２．研究の目的 
 
オークションやその制度設計に関する理
解が急速に進む一方で、新たな複雑な問題も
浮上してきた。それが、オークションがその
結果を通じて市場競争にどのような影響を
与えるか、という問題である。 
たとえば、周波数免許や空港滑走路の発着
枠などのライセンスをオークションによっ
て割り当てる状況を考えてみよう。どの事業
者が落札するかによって、その後の携帯電話
サービスや、航空旅客サービスの（寡占）市
場構造は変化するため、「オークションで何

が起こるのか」だけでなく（オークションの
結果によって）「市場競争がどう変化するの
か」も本来は合わせて分析しなければならな
い。しかしながら、既存研究はどちらか一方
のみを焦点に当てたものが大半で、両者を同
時に扱った論文はほとんど無い。 
本研究の目的は、この穴を埋めることだ。
すなわち、理論・実証の両面で存在感を増し
つつあるオークションが市場競争へ与える
影響を、ゲーム理論や産業組織論の分析ツー
ルを用いて理論的に分析すること、である。
研究成果を通じて、市場競争を促進して社会
厚生を高めることができるような、具体的な
制度や政策のあり方を提案し、政策提言に繋
げることも意図している。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、複数財オークションの中でも、
市場競争へ与える影響を通じて社会厚生を
大きく左右する、ライセンス・オークション
について理論的な分析を行う。現実の応用例
としては、周波数帯オークションや空港滑走
路の発着枠の割り当てなどを念頭に置いて
いる。 
 これらの市場でしばしば議論になるのが、
新規企業と既存企業で扱いに何らかの差別
化を行うか否か、という論点である。オーク
ション後の市場をより競争的にするために
は、新規参入企業が有利になるような形でハ
ンディキャップを与え、新規参入を促進した
方が望ましい。その反面、行き過ぎた新規参
入企業の優遇は、生産性の低い企業の過剰参
入や、オークション収益の暴落、といった問
題を起こしかねない。他にも、複数のライセ
ンスが同時にオークションで販売される場
合には、市場の独占や寡占化を防ぐために、
各企業の落札数に上限を設けるとともに、新
規企業だけしか入札できない特別なライセ
ンスを用意する場合もある。 
 上述した新規参入企業の優遇処置は現実
にも行われることが珍しくないものの、フォ
ーマルな経済分析によって正当化されてい
るわけではない。そこで本研究では、「既存
企業が存在する市場に追加的に1個だけライ
センスを割り当てる」という状況に限定し、
以下のような様々な市場環境に分けて分析
を行った。議論の前提として、（新規）企業
が生産を行うためにはライセンスの獲得が
必要不可欠だとする。したがって、既存企業
がライセンスを取得した場合には現在の市
場構造が維持されるが、新規企業が落札した
場合には新規参入が起こることになる。市場
競争はクールノー型の数量競争を仮定する。
なお、(5)と(6)を除くすべてのケースについ
て、（ライセンスを取得した）企業は自由に
生産量を決定できるとし、また(6)を除くす
べてのケースについて、需要曲線は線形、
個々の企業の限界費用は一定（ただし非対称
の場合を許す）であると仮定した。 



 
(1) 既存企業 1社、新規企業 1社 
 
 最も単純なベンチマーク。独占市場に新た
に 1個ライセンスが与えられる。 
 
(2) 既存企業 n社、新規企業 1社 
 
 n 社の寡占市場に新たに 1 個ライセンスが
与えられる。欧州の第三世代携帯電話向け電
波オークションの状況に類似。 
 
(3) 固定費用が発生する場合 
 
 (1)(2)の分析では、生産に固定費用がかか
らないと仮定していたが、ここではその仮定
を緩める。 
 
(4) 情報の非対称性 
 
 企業間に情報の非対称性があって、お互い
の（限界）費用が分からないような場合に、
(1)〜(3)の分析がどう変わるかを検討。 
 
(5) 生産制限付きライセンス 
 
 ライセンスの落札企業は一定の水準まで
しか生産できない、という制限が加えられる。 
 
(6) 非線形の需要、費用関数 
 
 需要、費用関数の線形性を崩したときに分
析がどう影響を受けるかを検討。 
 
４．研究成果 
 
 追加的なライセンスをオークションによ
って販売し、既存企業と新規企業に競らせる。
その際に、適切なハンディキャップを新規企
業に与えることによって、最適な参入が企業
の入札行動を通じて自発的にもたらされる
ことを示した。つまり、新規参入が（総余剰
で計った）社会厚生を改善させる場合には新
規企業がライセンスを落札し、逆に悪化させ
る場合には既存企業が自ずとライセンスを
取得する、というような仕組みを見つけた。
以下で、上で挙げた(1)〜(6)までの市場環境
においてそれぞれ明らかになった成果をま
とめておく。 
 
(1) 既存企業 1社、新規企業 1社 
 
 新規企業に（のみ）支払いの負担を落札価
格の「40%に減免する」というハンディキャ
ップを与えることによって、最適な参入が実
現される。これは、たとえば新規企業が 100
億円でライセンスを落札した場合に、実際に
支払う金額は40億円になるというルールだ。
この「40%」という数字は、需要曲線や企業
の費用に一切依存しない。従って、政府は市

場に関する情報を持たなくても、このハンデ
ィキャップ付きのオークションを用いるだ
けで社会厚生を最大化することができる。 
 
(2) 既存企業 n社、新規企業 1社 
 
 最適なハンディキャップは既存企業nの関
数で n+1/2n+3 となる。既存企業が1社の時、
つまり nが 1の時は(1)の 40%に一致する。企
業数の nが大きくなるにつれて、ハンディキ
ャップが 1/2 に収束していくが、これは(5)
の分析と密接な関係がある。 
 
(3) 固定費用が発生する場合 
 
 固定費用がある場合には、(1)や(2)のハン
ディキャップのままでは最適な参入は実現
されない。ただし、新規企業が落札した場合
に、固定費用の 1/2n+3 にあたる金額を補助
してあげることで、最適な参入が達成される。 
 
(4) 情報の非対称性 
 
 既存企業の費用が共有知識になっている
が、新規企業の費用が私的情報という場合に
は、すべての分析結果がそのまま成立する。
ただし、既存企業の費用も私的情報の場合に
は、既存企業の入札行動が自らの費用に関す
る単調性を満たさなくなり、うまく機能しな
い場合がある。これは、本研究のみの限界と
いうわけではなく、より一般的なオークショ
ン・メカニズムを検討した場合にも避けられ
ない不可能性定理である。 
 
(5) 生産制限付きライセンス 
 
 新規企業が落札した際に生産可能な量が
微小な場合には、最適なハンディキャップが
1/2 となる。この性質は既存企業数 nに依存
しない。新規参入が起きたときに、今までの
市場競争との乖離が小さい場合には、対応す
る最適なハンディキャップが（ほぼ） 1/2 に
なる、という性質は(2)の分析と共通である。 
 
(6) 非線形の需要、費用関数 
 
 以上のすべての結果は、残念ながらモデル
の線形性に依存している。しかし、非線形の
場合にも最適なハンディキャップが非連続
では変化せず、また線形環境のもとで導出し
たハンディキャプを用いても社会厚生の損
失は非常に少ないことが、理論と数値計算の
両面で明らかとなった。 
 
最後に、本研究とわが国における現実の政
策問題との繋がりの強さについて触れてお
きたい。次世代携帯電話向けの用途などに代
表される周波数帯のオークションは、民主党
政権時代にはマニフェストにも盛り込まれ、
近い将来の実現が期待されている政策課題



である。空港発着枠についても、羽田空港の
新滑走路発着枠をどう割り当てるかについ
て、オークションを候補の一つとする市場制
度の活用が依然として検討されている。これ
らの現在進行形の政策課題は、日本経済や日
本社会へ与えるその影響の大きさとは裏腹
に、経済学的な見地からの理解や政策的な議
論がまだ十分に進んでいない。ぜひ、今後も
学術的なアウトプットと政策提言の双方を
充実させ、本研究の成果を直接、間接的に現
実の政策へと生かしていきたい。 
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